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リマー)と垂直な双極子をもっポリマー (type-B ポリマー)を併せ持つポリプロピレングリコール (PPG) と type­
B ポリマーのポリプチルアクリレート (PBA) を用いた。 type-A ポリマーは、末端間ベクトルの変動に由来する誘
電緩和、ノーマルモード緩和を示し、 type-B ポリマーは、モノマー単位のサイズ程度の局所的な不均一性を反映し
たセグメントモード緩和を示す。これらの成分高分子の誘電測定を行うと、誘電緩和スペクトルの広がりから末端間
距離程度の不均一およびセグメントのサイズ程度の不均一性の両方を捕らえることができる。また、 PPG には、 2
官能 PPG (PPGD) と 3 官能 PPG (PPGT) があり、それぞれ誘電的には双極子反転型(主鎖の中心点で双極子が
反転するタイプ)と星型(分岐点で 3 方向に双極子が伸びるタイプ)に分類されるo 本研究では、 PBA と PPG か
らなるプレンドについて相図、ガラス転移及び誘電測定を行いこのプレンドの内部不均一性を研究した。また、
PBA と PPG をイソシアネートで架橋した架橋高分子の誘電緩和についても検討した。
相図の臨界組成及び臨界温度から Flory-Huggins 理論にもとづき相互作用パラメータ -x を決定した。また、 x
の定数 αx と βx を PBA/PPGD 系及び PBA/PPGT 系でそれぞれ求めた。その結果、 βx は星型 PPG の方が双極子
型 PPG より小さいことがわかった。このことより、星型 PPGT の方が双極子反転型 PPGD より PBA と混ざり易い
ことがわかった。また、 PPGT の中心付近の立体障害による遮蔽率を54% と推測した。
高分子量の PBA-380 と PPGT-6 の重量比50/50のプレンドは DSC 及び誘電測定を行ったすべての温度で非相溶で
あった。相分離状態の理論式から求めた誘電損失曲線と相溶状態の理論式から求めた誘電損失曲線を観測カーブと比
較したところ、純粋な PPG 層と PPGT-6 を約10%含む PBA 層があり、その PBA 層が局所的に不均ーを示してい






の相関距離は、末端間距離 (3 nm) より小さいことがわかった。









的な相分離による不均一性の存在の影響が考えられる。また、あらかじめ PPGD-3 と PPGT-6 とイソシアネートで
縮合させて、その後、両末端に水酸基を持つ PBA (PBAOH) と反応させ、架橋ポリマーを合成した。 PBAOH を
架橋させる前と後で、誘電測定を行った。その結果、架橋後のカープが架橋前に比べブロードであった。このことは、





すポリプロピレングリコール (PPG) とポリルプチルアタリレート (PBA) を選び、誘電緩和スペクトルの広がり
からこの問題を研究した。誘電緩和スペクトルの広がりから末端間距離程度の不均一およびセグメントのサイズ程度
の不均一性の両方を捕えることができる。 PBA と PPG からなるプレンドについて相図、ガラス転移および誘電測
定を行いこのプレンドの内部不均一性を系統的に研究した。
この結果は、高分子混合系の研究に大きく寄与するものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値あるもの
と認めるo
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